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市
待
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世
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●

「カ レンダーが出来たので、使ってくださ―い !」 と、子 どもた

ちの元気のよい声が、 3月 13日 の午後草部地区にひびきわたりました。

草南み どりの少年団では、昭和58年から毎年手作 りの本版画カ レ

ンダーを作成 してお り、出来上がったカレンダーは地域の一人暮 ら

しのお年寄 り宅や、郵便局、役場出張所などに配布 しています。

今年は『草部の仕事』をテーマに、 1月 から約 2ヵ 月間かけて130

部を作成。
永野原地区の子 どもたち10人からカ レンダーを受け取った矢津田

ツギエさん (小楢木)は 「毎年立派なものをありがとうございます。

さっそく飾って使わせていただきます。」と話していました。

Ч曲ぎ、ヽ」議二・轟

姜`鎮Lヽ

ヨ艤議薦

卜0ッコ列車出発進行
● 3月 30日 、南阿蘇鉄道高森駅

で恒例の発車式が行われま した。
くすだま割 りの後「一 日駅長」と
なった高森保育園児の光武駿 く
んと、阿蘇お猿の里。猿まわ し劇
場の「勘平ジュニア」が出発の合図。
約70人の家族連れを乗せた トロ

ッコ列車は、ポカポカ陽気の中
ゆっくりと走 り出しました。

今年は、全国各地で例年より 1週間から10日 位春

の訪れが早かったようです。

永野原大仲野の古庄幸男さん宅では、昨年より1週

高森発 午前 9時40分 午後 1時36分

立野発 午前11時 43分 午後 3時 50分

10月 まで 1日 2往復します。
(春・夏休み期間中は毎日運行。通常
は土 。日曜と祝日だけの運行)

乗車料金 (高森～立野)大 人670円

小人340円

■ 硼

間早く

また

8分咲

「枝垂れ )が満開にな りま した。

も、 3月 中に
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｀ 出発の合図をする光武駿くんと

勘平ジュニア
~"雫

鴨 羹醸 藤盪

1.水と緑と上の |こ あい、いつぱいの住みよい町 |こ します。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切 |こ し、子どもの夢を育て幸せな町 |こ します。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町 |こ します。

5.スポーツ|こ 親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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2002年 4月 5日 発行

今
年
の
テ
ー
マ
は

「草
部
の
仕
事
」

草
南
み
ど
り
の
少
年
団

＾
か

森峠九十九曲が り

りました。
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「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」

■
月
　
思
春
期
の
う

つ
病

■
火
　
中
年
期
の
う
つ
病

■
水
　
老
年
期
の
う
つ
病

■
木
　
歯
科
心
身
症

■
金
　
揺
さ
ぶ
ら
れ
っ
こ
症
候
群

■
土

ｏ
日
　
性
器

ヘ
ル
ペ
ス

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報
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０
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お
め
で
た

。
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

な

い
方
は
、
届
け
出
時
に
戸
籍
住
民
係
等
の
窓
口
に
申

し
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女性や子どもメンバーが大活躍の風鎮太鼓』
の
会
場
で
夜
な
べ
暖
議
を
行
っ
た

ま

後

こ

の
日

の
ラ
ス
ト

メ
イ

ン
イ

ベ

せか

ン
ト
を
迎
え
ま
し
た
。
訪
れ
た
お

欧

客
さ
ん
は
、
新
酒
と
郷
土
料
理
を

虹
味
わ
い
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ
上
で

わ
の
「風
鎮
太
鼓
」、
「高
森
に
わ
か
」、

「味
噌
の
詰
め
放
題
大
会
」
等
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

も

し

も

し

健

康

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

４
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
５
月
１８
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

年

　
金

日
Ｈ
　

火
火

↓
↑
―
　
　

〓̈
ロ

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
４
月
２６
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
４
月
１９
日
（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
５
月
１４
日
（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
５
月
１６
日
（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

日

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

2ゝ´

乞
３
月
１０

日
高
森
駅
前
公
園
で

「新
酒
と
ふ
る

さ
と
の
味
ま
つ
り
」
の
ラ
ス
ト
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
４
７
０
０
人
が
新
酒

と
郷
土
料
理
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
会
場
で
は
、

正
午
の
開
会
の
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
は

す
で
に
長
蛇
の
列
。
観
光
協
会
の

会
員
や
、
個
人

・
団
体
の
皆
さ
ん
か

ら
た
く
さ
ん
の
出
店
協
力
が
あ
り
、

場
内
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
２
月
９
日
の
南

阿
蘇
鉄
道
を
利
用
し
た
オ
ー
プ

ニ

ン
グ
イ
ベ
ツ
ト
列
車
で
ス
タ
ー
ト

し
、
約
ｌ
ヶ
月
に
わ
た

っ
て
６
つ
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属父

佐世保市から来ました。 料理もお酒もおいしいですね

肥後牛コーナーは売切れるまで列が途絶えるこ

とがありませんでした

(2)

新酒コーナーには人だかり

食生活改善推進協議会はだご汁を担当

仕
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医

４

月

７

日

４

月

１４

日

４

月

２１

日

４

月

２８

日

４

月

２９

日

５

月

３

日

５

月

４

日

５

月

５

日

５

月

６

日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②
‐
０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅｌ
②
‐
３
３
５
１

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
⑦
‐
１
７
７
７

後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
０
０
１
９

立

野

病

院

制
③
‐
０
１
１
１

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

*都 合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部

電話 096アー34-0024
小さなお客さんが、

にわかに飛び入り参加
(15)今度の温泉館休館日 4月 17日 (水)/5月 15日 (水 )

虚礼廃止についてのお知らせ

高森町では、平成14年 4月 1日 から各種会合 (総

会等)に 、ご案内をいただいた場合の御樽代等を廃

止することといたしました。

本町行政にご尽力いただいてお ります中で大変恐

縮に存 じますが、行財政改革の一環として取 り組ん

で参 りたいと存 じますので皆様方のご理解を切にお

願い申し上げます。

おめでた・お くやみ

2002.2月 受付分    敬称略

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>宮本進一郎 津留1専 除田辰典

北 ミヤエ 岩下満 中嶋矩子 住古直至

■広報送料寄付

津留久美子 (大阪市住吉区)

二子石哲夫 (福岡市西区)

下田亜寿香 (高森町)

人口の動き
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や み
しあ げ ます

く

う
お
も

世帯数

男

女

総 数

609(-6)
721(± 0)

011(-8)
732(-8)

(2月 末日現在 )
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2.22
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善 貴 の 灯

λ
へヽ
、シ

誓禰
雅

隕

男

　

男

　

男

野尻  駿 ちゃん
(津留・宮園) 1.24生

三森康太郎ちゃん

(高森・村山)2. 9生

内倉 慎一ちゃん
(高森.森 )2.19生

典
み

男
美

幸
子

る
　
　
　
　
佐

次
は
　
一
清

正
美

父
母

父
母

父
母

(死亡者 )

後藤 金次

黒田 マス

甲斐  敏

除田  余

宮本ンズカ

渡部 トミコ

津留 ミヨ子

あ りがとうございました
(敬称略)

菅 山・戸の下
熊  本  市

高 森 ・ 冬 野
宇土 郡 三 角 町

高 森 ・ 村 山
鹿 本 郡 菊 鹿 町

色 見 ・ 中 園
阿蘇 郡 阿 蘇 町

(年翻 (御遺族 )

69 後藤 トミヨ

黒田 啓介

甲斐 ヒデ

フレコ■

一郎

吉基

博

ミ

進

田

本

部

留

除

官

渡

津

甲 斐
(坂本 )

甲 斐
(稲葉 )

本 田

(吉里 )

安 方
(中 山)

靖 春
美津子

誠 一

ゆか り

文 隆
美 和

欽 也
ちづ子

(住
上色見

高森

津留

上色見

高森

高森

高森

所 )

洗 川

昭和

上町

東中原

村 山

下町

旭通

お知 らせのペ ージ
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お知 らせのページ

電話番号の局番が変わります

12月 1日 から

09676-△ 一口□□□
|

ψ

0967-6△ 一口□回□

12月 1日 の局番表示変更によって、町内から電話を

役場本庁は    62-1111
高森中央出張所は 62-3411
草部出張所 は   64-0211
野尻出張所 は   65-0211

となりますのでご注意 ください。

ける場合

■お問し

総務省 合通

せ は
△

わ

九州総
イ吾
1苗

7824096

Ｖ
〈

「
月た

扱

時

■
県
庁
旅
券
セ
ン
タ
ー
の
取
扱
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

（交
付
の
み
、
火
・木
曜
は
午
後
７

時
ま
で
）

■
地
域
振
興
局
旅
券
窓
回
の
取
扱
時

間
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

（交
付
の
み
、
午
後
５
時
ま
で
）

■
土

。
日

・
祝
日

・
年
末
年
始
休
み

■
問
い
合
わ
せ
先

○
県
庁
旅
券
セ
ン
タ
ー

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

１

３

８

２

１

８

２

１

０

０
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

１

３

６

４

１

８

４

８

０

ポ
ー
ト
受
付
窓
回
の

間
が
延
長
さ
れ
ま
し

「
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
ウ
イ

ン
グ
九
州
２
０
０
２
」
団
員
募
集

熊
本
県
で
は
、
韓
国

・
中
国
を
訪

問
し
、
両
国
青
年

・
九
州
青
年
と
の

友
情
の
輪
を
広
げ
る
九
州
共
同
の
国

際
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
程
　
８
月
１７
日
ヽ
２５
日

■
条
件

班
長
３０
歳
ヽ
３９
歳
の
男
女
各
１
名

団
員
２０
歳
ヽ
２９
歳
の
男
女
各
１４
名

■
負
担
金
　
７
３
，
０
０
０
円

■
募
集
期
間
　
４
月
１
日
～
５
月
１０
日

■
選
考
日
　
５
月
２６
日

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
県
民
生
活
総
室
青
少
年
係

Ｔ
Ｅ

０

９

６

１

３

８

３

１

１

１

１

１

労
働
保
険
の

年
度
更

平
成
１４
年
度
労
働
保
険
の
年
度
更

新
は
４
月
１
日
か
ら
５
月
２０
日
ま
で

で
す
。

年
度
更
新
申
告
書
の
集
合
受
付

は
、
４
月
２５
日
か
ら
５
月
２０
日
ま
で

県
内
各
地
で
実
施
予
定
で
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
で
期
間
内
に
保
険
料

の
申
告
を
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
ま
だ
労
働
保
険

（労
災
保

険

・
雇
用
保
険
）
の
加
入
手
続
き
を

済
ま
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
又

は
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）
へ
相
談
さ
れ
、
速
や
か
に
加
入

手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
総
務
部
　
労
働
保
険
徴

収
室

Ｔ
ΞＬ

０

９

６

１

２

１

１

１

１

７

０

２

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

次
の
目
的
で
軽
自
動
車
を
専
用
又
は

所
有
す
る
場
合
、軽
自
動
車
税
の
減
免

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
公
益
の
た
め
専
用
す
る
場
合

②
身
体
障
害
者
等
が
所
有
す
る
場
合

■
詳
し
く
は
役
場
税
務
課
町
民
税
係

ＴＥＬ
２
‐
１
１
１
１
内
線
１
６
５

新
に
つ

い

て

パ

ス

(14)

南
阿
蘇
６
カ
町
村
統

一
広
報

阿
一
　

一早
原
を
｛
　
た
め
に

全
国
草
原
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

サ
ミ
ッ
ト
Ｉ
Ｎ
阿
蘇

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
南
阿
蘇
で
開
催

阿
蘇
の
草
原
は
、
有
畜
農
家
の
減
少
や
高
齢

化
等
に
よ
り
、
美
し
い
現
状
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
草
原
の
利
活
用
や
活
性
化
を
考
え
る

た
め
に
、
３
月
１５
日
か
ら
１７
日
ま
で
の
３
日
間
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
南
阿
蘇
で

「全
国
草
原
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

・
サ
ミ
ッ
ト
ー
Ｎ
阿
蘇
」
が
開
か
れ
、
全
国
各

地
の
自
治
体
関
係
者
等
約
４
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

１
日
目
は
、
（財
）
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
の

山
内
康
二
専
務
理
事
が
、
草
原
を
と
り
ま
く
現
状

に
つ
い
て
ビ
デ
オ
や
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
ち

て
説
明
。

２
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

近
畿
中
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
佳
孝
氏
が

「阿
蘇
草
原
の
復
活
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講
演

を
行

っ
た
後
、
各
分
科
会
に
分
か
れ
論
議
が
深
め

ら
れ
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
グ
リ
ー
ン
ス
ト

ツ
ク
の
野
焼
き

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し
た
指
導
に
よ
り
、
野
焼
き

の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●   ●

●  ●
第 1分科会 (草原の活用活性化への新しい取り組み)

モーモー輪地切 り、機械による輪地切りの事例を中

心に新しい技術の検証などについて話し合いが行われ

ました。

第 2分科会 (語 ろう Iこ のままじゃ牛 もお らん人もお

らん)

「牛をいかにして売るか」「担い手をいかに育成する

か」「畜産だけでは草原維持が不可能ではないか」など

の、話し合いが行われました。

第 3分科会 (パー トナーシップによる草原の維持 )

都市 と農村 (下流・上流)のパー トナーシップの必

要性や、これからの野焼きボランティアなどについて

論議が深められた。

第 4分科会 (考えよう !草原の様々な機能と利用 )

水源涵養の機能について、もっと周辺地域 (福 岡、宮

崎、大分)な どにもアピールする必要はないか。また

屋久島を例に、阿蘇でも観光協会を中心に新 しいツ

アーを企画できるのではないかなど活発な意見が交わ

されました。

第 5分科会 (草原に対する取 りくみ)

ムまでの行政の取 りくみについて、これからは縦割

りではなく、横の連携 (例 ・農水省、環境省)が必要

であるという論議が行われました。

でま時医
Ｕりヽ．「″

時間時木民

Ｊ

つ
ん

／

／

И
守

月仄
Ｊ

／
／

／
任

金民
Ｊ

／
／

′
守

日ムオ支ヽ
ノ″́〉

場役
(3)

平成 14年度

国家公務員採用試験のお知らせ

人事院は、平成 14年度中に次の採用試験を行う予定です。

大学卒業程度

。国家公務員採用 l種試験
。国税専門官採用試験
。労働基準監督官採用試験

。国家公務員採用 ‖種試験
。法務教官採用試験

・航空管制官採用試験

■問い合わせ 人事院九州事務局

〒 812-0013 福岡市博多区博多駅東 2-11-1

テレホンサービスTEL 092-431-8173

。国家公務員採用 |‖ 種試験

・刑務官採用試験

・入国警備官採用試験

・皇居護衛官採用試験
。航空保安大学校学生採用試験

・海上保安学校学生採用試験

〈特別)

。海上保安学校学生採用試験
。海上保安大学校学生採用試験

・気象大学校学生採用試験

要件

①高森町に住所を有する方

(別荘等に設置される場合は対象にな

②家を新築し転入予定の方

区   分 算 定 基 準 補 助 額

5人 槽 延べ面積 130耐未満 354,000円

6～ 7人槽 延べ面積 130耐以上 411,000円

8～ 10人槽 2世帯住 519,000円

係 TEL
（
∠

■詳細は

りません)

.、 ′1憔.

高等学校卒業程度

水の環境保全を考える上で生活雑排水の未処理放

流は非常に大きな問題です。

町では、合併処理浄化槽の普及促進を推進 してお

り、平成14年度においても設置整備についての補

/



鞣
鋏
礼
勒
度
は
大
紆
辣
蟷
の
援
ポ
艤
実
蝙

《睦
憮
滲
絃
骰

皆
さ
ん
の
協
力
で
円
滑
な
調
査
を

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

役
場
庁
舎
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
？ヽ
え
で
最

も
重
要
な
こ
と
が
境
界
の
確
認
作
業

で
す
。
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
皆
さ

ん
の
協
力
な
く
し
て
は
、
こ
の
大
事

業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
町
で
は
、
毎
年
実
施
す
る
地
区

か
ら
推
進
委
員
を
選
ん
で
い
た
だ

き
、本
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
土

地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。

①
土
地
の
境
界
確
認
と

杭
う
ち

境
界
を
中
心
に
１
・５
メ
ー
ト
ル

幅
内
の
竹
木
伐
採
や
草
刈
り
を
行

い
、
測
量
が
出
来
や
す
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

調
査
当
日
は
、
隣
接
所
有
者
と
立

会
確
認
の
う
え
、筆
界
杭
を
曲
が
り

角
に
し
っ
か
り
打
ち
込
ん
で
く
だ
さ

‐２，二

筆

調
査

に

は
必
ず

立

ち
会

い
を

隣
接
所
有
者
と
の
話
し
合
い
が
つ
　
　
．鮮

，

か
ず
境
界
が
決
定
し
な
い
場
合
は
、筆

界
未
定
地
と
し
て
処
理
さ
れ
る
た
め
、

調
査
完
了
後
は
個
人
の
費
用
で
測
量

を
行
い
境
界
を
決
定
し
て
、登
記
所
に

申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

円
滑
な
調
査
を
進
め
る
た
め
に

も
、
一
筆
調
査
の
立
ち
会
い
に
は
ぜ

ひ
ご
協
力
下
さ
い
。
当
日
、
本
人
が

立
会
い
で
き
な
い
場
合
は
代
理
人
の

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
　

会

　

結

　

果

▼
優
勝
　
色
見
チ
ー
ム

▼
二
位
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
昭
和

▼
三
位
　
尾
下

・
河
原

オ
ー
プ
ン
参
加
の
部

▼

一
位
　
高
森
中
３
年
部
駅
伝
同
好
会

▼
二
位
　
高
森
中
サ
ッ
カ
ー
部

▼
三
位
　
高
森
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

常
勝
色
見
チ
ー
ム
５
連
覇

２３
回
目
と
な
っ
た
交
通
安
全
宣
言

駅
伝
大
会
は
、
２
月
２４
日
盛
大
に
開

催
さ
れ
、色
見
チ
ー
ム
が
５
連
覇
を

達
成
し
、
二
位
に
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

昭
和
チ
ー
ム
が
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
寒
い
日
が
続
く
中
、
安

全
意
識
の
高
揚
と
健
康
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
、
町
体
育
協
会
が
主
催
し

た
も
の
で
す
。
大
会
に
は
町
内
の
駐

在
区
、
職
場
、
学
校
な
ど
か
ら
１５

チ
ー
ム

（オ
ー
プ
ン
参
加
６
チ
ー

ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
４０
分
に
高
森
駅
を
ス

タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ち
は
、町
内
を

２
周
し
、
「交
通
安
全
」
を
訴
え
な
が

ら
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
沿
道

の
人
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
寄
せ
ら

れ
選
手
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
運
動
不

足
を
悔
や
み
な
が
ら
も
、
一
生
懸
命

力
走
し
て
い
ま
し
た
。

●   ●

●  ●

本
町
で
は
、
高
齢
者

・
障
害
者
な

ど
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
し
、

だ
れ
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
、

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
役
場
庁
舎
と
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
と
の
渡
り
廊
下
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
２
階

ヘ

の
移
動
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
障
害
者
用

（多

目
的
）
ト
イ
レ
や
、
利
用
の
多
い
戸

籍
住
民
係
を
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
す

る
な
ど
の
改
善
が
済
ん
で
い
ま
す
の

で
、
車
い
す
の
方
も
安
心
し
て
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
南
阿
蘇
ラ
ジ
オ
局
が
完
成

高
森

・
白
水

・
久
木
野

・
長
陽
の

４
町
村
で
は
、

１０
数
年
前
に
阿
蘇
山

噴
火
に
よ
る
降
灰
の
大
被
害
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
南
阿
蘇
地

区
の
ラ
ジ
オ
中
継
局
設
置
を
強
く
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
南
阿
蘇
ラ
ジ
オ
局

の
完
成
に
よ
つ
て
、
南
阿
蘇
の
約
５

３
０
０
世
帯
で
安
定
し
た
放
送
の
受

信
と
、災
害
発
生
時
の
有
効
な
情
報

手
段
と
し
て
大
き
く
期
待
さ
れ
ま

す
。

（阿
蘇
御
神
大
会
）

松
野
　
笑
声

馬
笑

信
子

雲
海

白
酔

南

人

誅

仙
琴
司

不
恙

佐
藤
　
重
信

口
上
黙
公
子

上
丼
カロ
根
女

抹
一
口
　
　
一
一′

災
害
時
の
情
報
手
段
も
期
待
大

周
波
数
１
０
２
６
ｋ
Ｈ

ｚ

5連覇を達成 した色見チームのメンバー

沐 同堀 浦相 渡 後 馬
本 国塚 源 辺 藤 源

POETRyPAGE

肥
　
後
　
狂
　
句
　
　
　
　
如
月

太

ェ
奴
　
極
刑
で
む
ぞ
が

っ
て
や
枚

こ
ら
ど
う
し
　
湯
二
店
も
あ
る
パ
リ
の
宿

太

ェ
奴
　
歌
う
て
寝
と
る
保
徒
宣

す
び
く
　
笑
顔
が
及ヽ
る
海
苔
漁
場

じ
き
た
く
り
　
釉

ロ
ァ
洟

で
光
よ
る

こ
ら
ど
う
し
　
慣
ね
ん
写
経
に
病
の
凝
る

バ
イ
キ
ン
グ
　
あ
旅
こ
旅
入
薇
て
捨
て
よ
ら
す

す
び
く
　
軒
の
雀
も
ふ
と
こ
ろ
子

バ
イ
キ
ン
グ
　

妥ヽ
上
り
す
る
デ
ー
ト
代

す
び
く
　
胆
に
傷
も

つ
身
は

つ
ら
か

じ
き
た
く
り
　
孫
は
便
利
な
五
本
″者

バ
イ
キ
ン
グ
　
さ

ヽ
や
か
な
家
族
の
集

い

よ
う
よ
ん
こ
て
　

初ヽ
産
だ
け
ん
気

の
揉
む
る

月ト

句

■
の
忌
に
句
座
に
振
弁
う
木
の
茅
ず
し

逹
勉
の
垣
を
ゆ
ら
し
て
阿
誅
嵐

植
木
市
雨
に
た
た
ら
薇
値
を
く
づ
す

お
互
い
に
来
の
戻
り
を
諾

い
て

春
風
に
誘
わ
薇
千
し
シ
ャ
ツ
踊
り
出
す

根
子
岳
に
あ
ま
ね
し
今
日
の
春
日
ざ
し

も
の
の
芽
に
人
の
生
き
甲
斐
始
ま
り
ぬ

雛
の
宴
主
役
は
居
場
所
定
ま
ら
ず

箱
妬
の
あ
ら
わ
と
な
り
て
未
黒
野
に

住
む
人
も
無
き
た
に
咲
く
こ
ぶ
し
か
な

水
滴
を
溜
め
て
れ
丹
の
茅
の
解
く
る

先
月
号
の
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

根
子
と
れ
号
久
住

一
∠
雪
の
景

（高
森
菜

の
花
句
会
）

弥
永
　
落
子

閃
］
ロ
　
　
フ
ミ

相
源
　
寿
子

後
藤

つ
み
子

丼
村
　
尚
徳

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恙

古

圧
　
木
子

千

ロ
ル
リ
子

馬
源
　
妥
子

岩
下
　
よ
美

森
　
　
工
六

(4)(13)

町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
昭
和
５４
年
度
か
ら

「地
籍
調
査
」
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
高
森
、
色
見
地
区
及
び
大
字
河
原
と
大

字
尾
下
の
調
査
が
完
了
し
、
昨
年
は
大
字
津
留
の

一
部
を
終
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
調
査
地
区
は
大
字
津
留
の
中
津
留
、
上
津
留
、
蜂
ノ
久
保
、
井

手
ノ
上
、
馬
ノ
浜
、
西
道
尻
、
東
道
尻
、
深
迫
、
山
ノ
神
、
筑
ノ
谷
、
川
原

津
留
、
重
井
ノ
原
、
日
向
、
下
鶴
、
庵
ノ
平
、
赤
水
、
槍
木
山
、
重
井
野
、
上

玉
来
、
京
屋
敷
、
桃
木
迫
、
山
附
、
障
子
岩
、
真
角
越
の
２４
字
、
２

・
８
０

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。

e
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′むオロむ童謡 コンサー トに感動

小学生のスクールコンサー ト

地籍調査はこのように して

進められます

３
月
１３
日
、
町
内
の
全
小
学
生
を
対
象
と
し
た
、
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
「阿
蘇
か
ら
の
風
」
が
高
森
小
学
校
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、文
部
科
学
省
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
の
ひ

と
つ
で
、童
謡
を
通
じ
て
小
学
生
の
情
緒
的
な
感
性
の
発

展
を
目
的
と
し
て
、
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
等
が
開
い

た
も
の
で
す
。

日
本
国
際
童
謡
館
の
大
庭
照
子
さ
ん
等
に
よ
る
、
昔
懐

か
し
い
童
謡
や
ア
ン
デ
ス
地
方
の
民
族
楽
器
の
演
奏
な
ど

で
、児
童
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
児
童
か
ら
「心
和
む
歌
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が

あ

つ
た
ら
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
お
礼
の
言
葉

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

①地,区 説明会
|

|

ψ

②―筆地調査

③測量

|

↓`/

|

▽

I

▽

|

＼レ/

|

＼レ/

④面積測定

⑤地籍簿・地籍図の作成

⑥本閲覧

●  ●

●

の 認 証⑦知事
|

|
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③登記所送付

※皆さんにご協力いただくのは

①②Cで す。

その都度、ご通知いたします。

※①から③までに約 2年かかります。

平成 14年度に行われる調査区域

(大字津留の一部 )

■詳 しくは 役場 企画観光課 地籍調査係まで TEL 2-1111(内 線 214.215)

食
事
会
や
作
品
展
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た

バ
イ
キ
ゝ
づ
０
曼
ａ
金

〈
３
月
１９
日
〉

〈
高
森
保
育
園

〉

お
い
し
い
お
各
当
ご

栞
し
い
食
事
会〈２

月
２８
日
〉

熊
本
県
栄
養
士
会
の
皆
さ
ん
が

作

っ
て
く
れ
た
お
弁
当
を
、
地
域
の

お
年
寄
り
た
ち
を
招
い
て
「
ふ
れ
あ

い
食
事
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

招
待
を
受
け
た
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
は
、
園
児
た
ち
と
ゲ
ー
ム
等
で
遊

ん
だ
後
、
地
元
の
材
料
を
使

っ
た
お

弁
当
の
昼
食
に
、
「少
し
疲
れ
ま
し

た
が
、
た
ま
に
は
子
ど
も
た
ち
と
触

れ
合
う
の
も
い
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

曰
児
作
品
屁

・
バ
ギ

ー

（３
月
２１
日
〉

●

町

職

員

人

事

異

動

町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
市
町
村
合
併
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
総
務
課
政
策
係
と
、

堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
農
林
振
興
課
有
機
農
業
推
進
係
を
新

設
す
る
組
織
規
則
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
（　
）
内
は
旧
係

■
総
務
課
　
▼
総
務
課
長
補
佐
兼
政
策
係
長
　
長
尾
和
博

（教
育

委
員
会
事
務
局
次
長
）

▼
財
産
管
理
係
長
　
甲
斐
末
久

（野
尻

出
張
所
住
民
係
長
）

▼
行
政
係
　
田
上
浩
尚

（企
画
係
）

▼
総

務
課
付
　
高
木
恵
美
子

（会
計
係
）

津
留
梨
香

（町
民
税
係
）

■
企
画
観
光
課
　
▼
企
画
係
　
二
子
石
誠

（農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
係
）

▼
地
籍
調
査
係
　
石
田
昌
司

（土
木
係
）

■
保
健
福
祉
課
　
▼
福
祉
係
　
山
田
耕
生

（新
規
採
用
）

▼
保

健
福
祉
課
付
　
岩
下
通
江

（野
尻
保
育
園
）

■
税
務
課
　
▼
町
民
税
係
　
法
花
津
和
明

（新
規
採
用
）

■
農
林
振
興
課
　
▼
農
林
振
興
課
長
　
廣
木
富
八

（農
林
振
興
課

長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
有
機
農
業
推
進
係
長
　
安
藤

吉
孝

（農
業
振
興
係
）

▼
農
業
振
興
係
　
白
石
孝
二

（地
籍
調

査
係
）

■
建
設
課
　
▼
土
木
係
　
甲
斐
峰
雄

（地
籍
調
査
係
）

■
草
部
出
張
所
　
▼
住
民
係
長
　
田
上
美
男

（農
業
委
員
会
事
務

局
農
地
係
長
）

■
野
尻
出
張
所
　
▼
住
民
係
長
　
沼
田
勝
之

（行
政
係
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局
　
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
村
嶋
兵
志

郎

（草
部
出
張
所
住
民
係
長
）

▼
農
地
係
長
　
松
本
満
夫

（福

祉
係
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局
　
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
　
佐
伯
実

範

（財
産
管
理
係
長
）

■
保
育
園
関
係
　
▼
河
原
へ
き
地
保
育
園
　
高
木
恵
美

（草
部
北

部
保
育
園
）

▼
草
部
北
部
保
育
園
　
伊
藤
貴
美
恵

（草
部
保
育

園
）

▼
野
尻
保
育
園
　
佐
藤
さ
お
り

（河
原
へ
き
地
保
育
園
）

□
退
職
３
月
３１
日
付
　
橋
本
加
奈
子

（行
政
係
）

(12)(5)

13年度までに

査が完了した区域

′″~ン

全国優勝で記念碑が完成

昨年の夏、山口県で開かれた全国中学校剣道大会で、高森中学

校が見事優勝に輝いたことは本誌10月 号でお知 らせ したとお り

です。

輝かしい快挙を成 し遂げた同校剣道部の記念碑が、3月 9日 同

校体育館前に建立されました。

全国優勝の選手たちは、中学校卒業後それぞれの道へと進んで

いきましたが、今後の活躍を期待 したいと思います。
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魔爾醗ピiも健康講座
そ
れ
で
も

吸
い
ま
す
か
？

「タ
バ
コ
」
と

「ガ
ン
」の

関
係

毎
年
、
ガ
ン
で
多
く
の
人
が
亡
く

な

っ
て
い
ま
す
。
高
森
町
で
も
平
成

３
年
か
ら
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
に

な

っ
て
お
り
、全
体
の
２
～
３
割
を

占
め
て
い
ま
す
。医
療
費
に
お
い
て

も
１
件
当
り
の
か
か
る
費
用
が
高

く
、
平
成
１２
年
度
で
毎
月
約
９
５
０

万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
発
生
の
原
因

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
放
射
線
や

紫
外
線

・環
境
汚
染

・遺
伝
子
な
ど

ガ
ン
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
物
質
が

い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

特
に
、
タ
バ
コ
と
食
物
は
が
ん
発
生

原
因
の
６５
％
と
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。

な
ぜ
「タ
バ
コ
」が
そ
ん
な
に
問

題
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
・

タ
ー
ル
な
ど
の
有
害
物
質
が
２
０
０

種
類
以
上
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
肺

が
ん
と
の
関
係
は
良
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、喘
息
・気
管
支
炎
、
そ
の
他

に
も
血
管
・血
流
に
影
響
し
て
心
臓

病
・脳
卒
中
・胃
潰
瘍
、
更
に
は
歯
周

病
な
ど
全
身
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

未
成
年
者
に
は
必
ず
禁
煙
を

今
、
高
森
の
子
ど
も
達

（小
学
５

年
～
中
学
３
年
）
で
タ
バ
コ
を
吸

っ

た
経
験
が
あ
る
の
は
６３
人

（１５
％
）

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
吸

っ
た
と
い
う

程
度
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
興

味
で

一
度
き
り
の
人
も
含
ま
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
習
慣
化

さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。
未
成

年
期
の
喫
煙
は
、
若
い
肺
細
胞

へ
の

有
害
物
質

の
影
響
が
強
く
、
将
来
的

に
健
康
上
の
危
険
が
よ
り
高
く
な
り

ま
す
。

検
診
を
受

け
ま
し

ょ
う

今
や
、
ガ
ン
も
早
く
発
見
し
治
療

す
れ
ば
治
る
割
合
も
高
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
放
置
し
て
お
く
こ
と
が
最

も
怖
い
こ
と
で
す
。
予
防
と
と
も
に

検
診
を
受
け
早
期
発
見
・早
期
治
療

に
心
が
け
ま
し
よ
う
。

■
１町

内
の
音
楽
会
や
イ
ベ
ン
ト

等
に
参
加
し
て
、
素
晴
ら
し
い

コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
て
い
る

「
は
な
し
の
ぶ
コ
ー
ラ
ス
」
の
皆

さ
ん
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
「野

の
花
の
う
た
ご
え
」
を
１
５
０

枚
作
り
ま
し
た
。

は
な
し
の
ぶ
コ
ー
ラ
ス
は
高

森
中
学
校
の
母
親
部
会
活
動
を

基
礎
と
し
て
、
今
年
で
結
成
７

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
自
分
た

ち
の
活
動
を
記
録
に
残
し
て
お

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
今
回
に

至

っ
た
と
の
こ
と
。

代
表
の
堤
峰
子
さ
ん
は
、
「
こ

れ
か
ら
も
無
理
な
く

楽
し
く

で
き
る
と
き
に

を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

オリジナんCD「 野の花のうたごえ」 完威 ―はなしのぶコーラスー

●  ●

●  ●

扉醒国

国阿蘇郡教育論文審査

本町の先生方

多数上位入賞

平成 13年度の阿蘇郡教育論文の審査が行われ、本町の学校・

先生方が上位入賞を呆たしました。論文は、日常の教育上で

の課題やその成果などを取 りまとめ、教育指導の向上等を目

的として毎年実施。今年度 も授業を終えた放課後や自宅での

論文作成に熱心に取 り組まれて多 くの出品があったようです。

上位入賞者は次のとお りです。

(6)

高
森
中
吹
奏
楽
部
　
定
期
演
奏
会

、
／

３
月
２４
日
、
高
森
中
学
校
体
育

館
で
同
校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
今
回
で
１３
回
目

を
数
え
、
今
年
も
多
彩
な
催
し
で

訪
れ
た
町
内
の
音
楽
フ
ア
ン
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
四
部
構
成
で
行

わ
れ
、第
二
部
で
は
、
「は
な
し
の
ぶ

コ
ー
ラ
ス
」
の
合
唱
や
中
学
生
の
バ

ン
ド
演
奏
、
三
部
で
は
高
森
小
学
校

音
楽
部
の
演
奏
や
、
高
森
中
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
を
交
え
て
風
鎮
サ
ン
バ
と
山

引
き
音
頭
を
演
奏
し
、会
場
は
熱
気

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

穴
あ
迫
さ
ん
察
り
で

景
罰
口
額
を

牛
馬
の
守
り
本
尊
で
知
ら
れ
る
草

部
穴
迫
稲
荷
神
社
の
初
午
大
祭
が
、

３
月
１５
日
に
行
わ
れ
多
く
の
参
拝
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

穴
迫
神
社
は
五
穀
豊
穣
、
家
内
安

全
、
商
売
繁
盛
の
神
様
と
し
て
も
知

ら
れ
、
３
月
の
初
午
の
日
に
大
祭
が

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
も
豊
後
神
楽

が
奉
納
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

祭
り
の
関
係
者
は
、
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（牛

海
綿
状
脳
症
）
の
影
響
で
不
況
が
続

く
中
、
こ
の
祭
を
き

っ
か
け
に
少
し

で
も
景
気
回
復
に
つ
な
が
れ
ば
…
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

神楽の舞で切り落とされたわらを牛馬 べさせ

ると、ケガ・過ちをしないと言われています。

問題になるの?

どうして

「たばこ」が

です

健康に与え

影響が最も高
いと考えられて
いるものの1つ

員 出 品 者 論  文 題
′e7
イコ

土L
同

グ
ル

|

プ
の
音Б

特 選

草部南部小学校
自分の思いをいきいきと伝え合う子どもの育成をめざして

～自ら学び、生活に生かす言語活動～

高森東中学校
環境問題に向き合い、地域に働 きかける実践力を持つ生徒の育成
～大地の声を聞き、大地の声に応えよう～

入 選 高森小学校
自ら学び、心やさしく助け合う子どもの育成
～郷土を見つめ、人や自然とふれあう体験的な学習を通して～

イ固
人
の
音6

準特選
高森東中学校

教論 小崎次郎

へき地における少人数クラスでの効果的な英語指導法
～基礎学力の充実をめざして～

入 選
高森小学校

教諭 中村 治

子どもが見通しをもち自ら研究 していく理科学習の創造
～科学的な思考を育てるための評価 と支援の工夫を中心に～

特別賞
色見小学校

校長 有働正博

緑の芝生、光るろうか、元気のよいあいさつ

～我が校の誇 りを引き継 ぐ、新任校長の9ヶ 月～

決意も新たに

自衛隊入隊者壮行会

平成14年 3月 30日 付けで陸上自衛隊に入隊する

栗焼洋信さん (野尻)の壮行会が 3月 4日 林業総

合センターで行われました。

壮行会では、有働収入役や日高阿蘇自衛隊募集

事務所長、白根父兄会会長等からの激励 を受け、

栗焼さんは決意を新たにしていました。

自衛隊幹部候補生募集
○募集種目

①一般 (一般・飛行・音楽要員)、 技師

②歯科・薬剤科幹部候補生

○応募資格

①一般幹部候補生
。20歳～26歳未満で大卒程度の学力を有する者

(22歳未満は大卒者 (見込み含む))

。大学院修了者 (見込み)は 28歳未満
・技術は、理学または工学課程修了者

②歯科幹部候補生
・専門の大卒 (見込み)で 20歳～30歳未満

③薬剤科幹部候補生
・専門の大卒 (見込み)で 20歳～26歳未満
・大学院修了者 (見込み)は 28歳未満

○受付期間

平成14年 4月 8日 (月 )～ 5月 10日 (金)必着

○試験期日
一次試験 5月 25日 (土 )、 26日 (日 )

lll言羊しくは

自衛隊阿蘇募集事務所 TEL 0967-34-0348

(11)
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今日の献立
。ひ じきごはん  。あ さ りの中華スー

・鶏レバーの揚げキ
゛
ョウサ

゛
風

・切干大根 のごまが らし和 え

手作 り料理 レシピ

□材料 (5人分 )

・鶏レバー250g・ 玉ねぎ100g。 バター大
さじ2・ カレー粉小さじ1強 ・塩こしよう少々・

パン粉大さじ1強・ギョウザの皮 15枚・揚げ油・

サラダ菜

□作 り方

①鶏レバーは水洗いし、血抜きし、ゆでてみじ

ん切りにする。玉ねぎもみじん切りにする。②
フライパンにバターを熱し、レバーと玉ねぎ

を炒め、塩こしょう、カレー粉、パン粉を加える。

③②が冷めてから、ギョウザの皮にのせて包む。

④油でカラッと揚げる。

栄彗士のいた1ビきまあ ３
月
１２
日
に
は
町
内
の
３
中
学
校

（高
森
東
中
、
草
部
中
、高
森
中
）
、
３

月
２２
日
に
は
５
つ
の
小
学
校
（高
森

小
、
上
色
見
小
、
色
見
小
、
草
部
南

部
小
、
高
森
東
小
）
の
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
児
童

・
生
徒
た
ち
は

後
輩
や
先
生
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な

が
ら
も
元
気
よ
く
母
校
を
飛
び
立

っ

て
い
き
ま
し
た
。

高
森
中
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
村

上
邦
男
校
長
が
卒
業
証
書
を
卒
業
生

７０
名

一
人
ひ
と
り
に
授
与
。
卒
業
生

代
表

の
後
藤
利
弥
君
が
、
中
学
校
３

年
間
の
思
い
出
や
お
世
話
に
な

っ
た

方

々
へ
の
感
謝
を
言
葉
に
す
る
と
、

涙
ぐ
む
卒
業
生
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。高
森
中
学
校
は
校
舎
の
新
築
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
の
校
舎
で

３
年
間
学
ん
だ
最
後
の
卒
業
生
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
上
色
見
小
学
校

の
卒
業
式

で
は
、
卒
業
証
書
授
与
の
時
に
卒
業

生

一
人
ひ
と
り
の
思
い
出
の
ス
ラ
イ

ド
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ペ
レ
ツ
タ
で
在
校
生
と
卒
業
生
と

が
、
楽
し
か

っ
た
こ
と
や
辛
か

っ
た

こ
と
な
ど
を
語
り
、
児
童
は
も
ち
ろ

ん
保
護
者
や
先
生
た
ち
の
あ
い
だ
に

も
日
に
涙
を
浮
か
べ
る
場
面
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
薇
ぞ
ｋ
の
道

へ

「
旅
立
ち
」

各
学
校
で
卒
業
式

<ガ ン予 防 の 第 一 歩 は 、 食 生 活 の 見 直 し>
最近、ガン予防に効果の高い成分が続々と発見され

ています。これらの成分をバランスよくとってガンを

予防しましょう。

・ビタミンA(β ―力ロチン)

～緑黄色野菜を毎 日食べよう～

β
―カロチンを多 く含む緑黄色野菜をたくさん食べる

人はガンにかかる率が少ないという調査結果が、世界各

国で報告されています。比較的安定した成分で、煮たり

焼いたりしても壊れにくい性質があります。

<多 く含む食品>に んじん、ほうれん草、小松菜、春菊、

にら、レバー、うなぎ、バター、チーズなど

。ビタミンC ～発ガン作用を弱めてくれる～

体の免疫力を高めたり、イライラを静める抗ス トレス

効果があることは広 く知られていますが、最近では発ガ

ン作用を弱める効果が高いこともわかってきました。人

間の体では合成できないため、食品から直接 とる必要が

あります。

<多 く含む食品>パ セリ、ブロッコリー、ピーマン、ほ

うれん草、イチゴ、キウイ、レモンなど

。食物繊維 ～ガン成分の掃除役～

食物繊維は消化されにくく、そのほとんどは便として排泄

されます。その途中、食物繊維は腸内を移動しながら、コレ

ステロールやガンを起こす成分を吸着してくれるのです。海

藻や納豆、おから、ひじきなど、伝統的な和食のおかずを食
べたいものです。

<多 く含む食品>野菜、芋類、豆類、果物、海藻、ひじき、切

千大根など

すみれフェスタ2002

開催 のお知 らせ

◆期間 4月 14日 ～5月 6日

◆時間 9時～ 16時

◆場所 休暇村南阿蘇内
・ビジターセンター
。セントラルロッジ

◆入場 無料

期間中、阿蘇地域はもちろん国内・海外のすみ

れや、写真・絵画・文学・工芸品・グッズ・盆栽

等を展示。フラワーデザインの無料講習会や押 し

花ハガキ作 り (い ずれも材料費のみ実費で期間中

の日曜日)、 すみれの増やし方・育て方教室 (期 間

中毎 日)、 4月 14日 、21日 、28日 にはコンサー ト

を実施。

◆問い合わせ 休暇村南阿蘇 TEL 2-2111

●  ●

●  ●

卒業生を送 り出した校舎も新校舎へとバ トンタッチ お世話になった先生方とも涙のお別れ (高森中学校 )

教

職

員

異
動

大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

春
は
新
旧
交
代
の
季
節
で
す
。
先

生
た
ち
の
退
職

・異
動
も
あ
り
、

２０

名
の
先
生
方
が
本
町
を
去
っ
て
行
か

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
先
生
た
ち
と
の
心

の
ふ
れ
あ
い
か
ら
、
生
き
て
い
く
上

で
大
切
な
こ
と
を
学
び
、
素
晴
ら
し

い
思
い
出
を
作

っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
い
つ
か
ど
こ
か
で
、
ま
た
お
会

い
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
な
が

ら

・
・
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
涙

の
退
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(7) (10)

男子国際テニス大会

熊本 フューチ ャーズ トーナメン ト

イン 阿蘇

2002高 森オープ ン

国際テニス連盟公認の国際男子テニス大会が、

町民体育館と休暇村南阿蘇テニスコートで開催さ

れますので皆様の応援をお願いします。入場は無

料です。

◆期日及び場所
4月 20日 (土 )～ 28日 (日 )

予 選 4/20(土 )～ 4/22(月 )

本 戦 4/23(火 )～ 4/28(日 )

◆問い合わせ

熊本県テニス協会 TEL 096-338-0666

町民体育館    TEL 09676-2-2991

九
州
地
区
の
強
化
選
手
に
選
ば
れ
る

中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
森
東
中
の
久
保
田
幸
二
君
は
、

１
８
０

ｍ
の
長
身
と
運
動
能
力
の
高

さ
が
認
め
ら
れ
、
中
学
生
の
九
州
選

抜
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今

後
は
東
西
対
抗
戦
や
高
校
生
の
選
抜

メ
ン
バ
ー
と
の
合
同
強
化
合
宿
に
も

参
加
す
る
予
定
で
す
。

長
崎
県
で
２
日
間
の
強
化
合
宿
に

参
加
し
久
保
田
君
を
、
監
督
の
岩
根

先
生
は

「合
宿
に
参
加
し
て
、
さ
ら

に
自
信
を
付
け
て
帰

っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

後列左か ら3人 目が久保田君
(大分県緒方町で開かれた緒方カップでの優勝後に撮影)
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広

報

へ  ´

錮
国
税
専
門
官
募
集

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専

門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。募
集
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。

□
受
験
資
格

一
、昭
和
５０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
５６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

二
、
昭
和
５６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
さ
れ

た
方
又
は
平
成
１５
年
３
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
予
定
の
方

□
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

□
申
込
書
の
受
付
期
間

〈
郵
送
の
場
合
〉
４
月
２
日

（火
）
～

５
月
９
日

（木
）
（消
印
有
効
）

〈
持
参
す
る
場
合
〉
４
月
３０
日

（火
）

～
５
月
９
日

（木
）

□
第

一
次
試
験

６
月
１６
日

（日
）

□
申
込
用
紙

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税

局
又
は
お
近
く
の
税
務
署
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

□
受
験
申
込
先

〒
８
６
０
‐
８
６
０
３

熊
本
市
二
の
丸

一
―
二

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

１

３

５

４

１

６

１

７

１

【防ごう山火事】
林野火災の中で、火入れ時の火が毎年 トップ

を占めています。火入れ時の火の取 り扱いには

十分注意をして ください。春先は空気が乾燥 し、

火災が発生 しやすい季節です。万一に備 えて消

火器や水バケッを準備 してお きましょう。

【届け出】
野外での規模の大 きいゴミ焼却や野焼 きなど、

付近の住民から見て火災と間違いやすい煙、また火

炎を発する場合はその責任者が消防署に届け出をし

なければなりません。

※火災 と間違いやすい煙、または火炎 を発す

る恐れのある行為とは

(野焼 き。枯れ草・雑木・廃材 。煙殺虫剤 )

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  TEL 2-9034

危険物撃扱者国家試験のお知ら

1.試験の種類

第 1類～第 6類・丙種

平成 14年 6

日及び場所

月 9日 (日 )

に明示 )

3

熊本市・八代市 (会場は受験票

.受験願書の受付期間

「 消す心、置いてください、火のそばに 」

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
な
ど
は

所
得
税
や
消
費
税
及
び
特
別
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

後
で
、
そ
の
記
載
内
容
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、う

っ
か

り
し
て
確
定
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

◎
申
告
し
た
税
額
が
誤

っ
て
い

た
場
合

申
告
し
た
税
額
が
少
な
か
っ
た
り

還
付
を
受
け
た
額
が
多
す
ぎ
た
場
合

に
は
「修
正
申
告
」
に
よ
り
正
し
い

金
額
に
訂
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。修

正
申
告
を
行

っ
た
場
合
に
は
、

原
則
と
し
て
過
少
申
告
加
算
税
が
１０

％
か
か
り
ま
す
が
、自
主
的
に
修
正

さ
れ
ま
す
と
、
過
少
申
告
加
算
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、申
告
し
た
税
額
が
多
す
ぎ

た
り
、
還
付
を
受
け
た
金
額
が
少
な

か

っ
た
場
合
に
は
、
「更
正
の
請
求
」

に
よ
っ
て
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「更
正
の
請
求
」
が
で
き
る
期
間

は
、
平
成
１３
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
場
合
は
平
成
１５
年
３
月
１７
日

ま
で
、
平
成
１３
年
分
個
人
事
業
者
の

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申

告
に
つ
い
て
は
、
平
成
１５
年
４
月
１

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

◎
確
定
申
告
を
忘

れ
て

い
た

担
物一△
口
　
　
　
　
　
　
　
　
．

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い

た
と
き
は
、申
告
期
限
が
過
ぎ
て
も

速
や
か
に
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

期
限
を
導

ご
て
里

署

行
っ
た
そ

ロ

ー５
％
の
無
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま

す
が
、自
主
的
に
申
告
さ
れ
ま
す
と
５

％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

申
告
や
納
税
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お

分
か
り
に
く
い
占
が̈
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■

阿

蘇

税

務

署

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

７

１

２

２

１

０

５

５

１

なたの税がしt{ecra

●  ●

●  ●

平成14年 4月 22日 (月 )～ 25日 (木 )

4.願書の配布 。お問い合わせは

受験案内及び願書は試験公示 日 (4月 3

日)か ら阿蘇広域行政事務組合消防本部・分

署・分駐所にて準備 します。その他不明な点

は消防本部予防係へ問い合わせてください。

■消防本部 TEL0967-34-0024

「
　
ＲＡ
　
鼻
作
「　
」

び
ょ
う

　

た
だ

り
か
い

《

ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に

》

今
も
偏
見
や
差
別
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
全
国
の
療
養
所
で
暮
ら

し
て
い
る
方
は
約
４
５
０
０
人
い
ま
す
。
高
齢
で
身
寄
り
が
な
い
こ

と
、
長
期
間
に
わ
た
り
社
会
と
の
交
流
が
断
た
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

に
加
え
、
私
た
ち
の
偏
見
や
差
別
が
、
入
所
者
の
方
の
地
域
社
会

ヘ

の
復
帰
や
交
流
を
妨
げ
る

一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病

「
ご
、
な
に
，

非
常
に
う
つ
り
に
く
い
感
染
症
で
す
。
ら
い
菌
に
よ
り
感
染
し
ま

す
が
、
感
染
力
は
と
て
も
弱
く
、
ほ
と
ん
ど
発
病
の
危
険
性
は
あ
り

ま
せ
ん
。
主
に
皮
膚
や
末
梢
神
経
が
侵
さ
れ
る
病
気
で
す
が
、
早
い

時
期
に
診
断
し
、
治
療
す
れ
ば
身
体
に
障
害
が
残
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
Ｌ

た

い
せ

つ
　
　

　

　

　

　

た
だ

大
切
な
の
は
正
し
い
知
識
で
す
。
決
し
て
遺
伝
す
る
こ
と
は
あ
り

い
で
ん
び
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
か

い
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
に
ん

ま
せ
ん
が
、
遺
伝
病
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
、
本
人
だ
け
で
は
な
く

家
族
も
差
別
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
偏
見
と
差
別
を
な
く

す
た
め
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈　
学
習
で
　
人
権
文
化
の
　
町
づ
く
り
　
〉

（高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら
）

じ

ゅ
う

み

ん

せ

い
か

つ
か

　

ど

う

わ

た

い
さ

く

か
か

り

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

「熊本県警察職員募集」のお知らせ

熊本県では、次の要領で警察職員採用試験を行います。

※ 警察官A・ B(男性)は、本県以外の 8都府県 (千葉 。警視庁・愛知・滋賀 。京都 。大阪・兵庫・福岡)が同時に受験で

きます。ただし、警察官A(男性)の東京会場及び警察官B(臨時試験)については、他都府県の同時受験はできません。

※ 警察官A・ B(武道指導)の試験地は熊本会場のみとなります。また、他都府県の同時受験はできません。

じ

ん

　

け

ん

(8)(9)

区分 警察官 A
(男 性・女性・武道指導)

瑾茎察 官 B(臨時職員)

(男性・女性)

警察 官 B
(男性・女性・武道指導)

警 察 行 政 警 察 事 務

受付期間 5/7(火 )～ 5/31(金 ) 5/7(火 )～ 5/31(金 ) 8/14(水 )～ 8/30(金 ) 5/7(火 )～ 5/24(金 ) 8/14(水 )～ 8/30(金 )

試 験 日 7/14(日 ) 7/14( 10/13(日 ) 6/23(日 ) 9/29(卜 |)

試 験 地 熊本市 。東京都 熊本市 熊本市・八代市.本渡市 熊本市・東京都 熊本市.八代市.本渡市

受験資格

S45.4.2～ S56.4.1生

の方で4年生大学卒

業又は見込みの方

武道指導については、
上記に加え柔道又は

剣道の3段以上の段
位を取得している方

S49.4.2～ S59.4.1生

の方で警察官Aの学
歴要件以外の方

平成14年 10月 1日 採

用に応じられる方

S50.4.2ヽ‐S60.4.1生 _

の方で警察官Aの学
歴要件以外の方

武道指導については、
上記に加え柔道又は

剣道の2段以上の段
位を取得している方

S48.4.2～ S56.4.1生

の方

(性別・学歴不間)

S56.4.2～ S60.4.1生

の方

(性別・学歴不間)

採用人員 4月 中旬決定 4月 中旬決定 7月 上旬決定 4月 中旬決定 7月 上旬決定

合格発表 8月 下旬 8月 下旬 11月 下旬 8月 下旬 11月 下旬

高森町大字高森 1432
TEL 09676-2-0110

※試

T

にコ

5可蘇君5

総務係

験案内 (申

869-1602
森警察署

込書)の請求など詳 しい内容のお問い合わせは

⌒

V

1■
`

‐


